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今回収集したノージョイント化の事例はr橋梁と基礎」などの雑誌が多

く・資料入手は容易である・ここでは比較的入手が困難なC－56及びC

－59についてのみ紹介する。
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C－56
　「埋設ジョイント設計施工の留意事項」

　　　北海道開発局　’開発土木研究所月報NO。492
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i技術資料i

埋設ジョイント設計施工の留意事項

城野忠幸串島田　武榊佐藤昌志率料

1．はじめに

　現在，橋梁伸縮装置が抱えている課題は，伸

縮装置の破損および伸縮装置前後の舗装の破損

によるものが多く，橋梁本体や周辺環境に悪影

響を及ぼすほか，その補修に膨大な費用を要し

ていることにある。この課題に対処するために，

現在まで多種多様な伸縮装置が開発され実際に

使用されているが，伸縮装置の破損を防止する

ためには，前後の舗装との連続性・平坦性をい

かにして確保するかが重要となってくる。この

ような状況の中で，中小橋梁に適した伸縮装置

として開発されてきたのが埋設ジョイントであ

る。

　このジョイントは伸縮装置自体を舗装下に設

置する構造であるため，基本的には使用するア

スファルト混合物の性状に左右される。さらに

アスファルトの性状は，気温・交通量・舗設の

良否などの条件に大きく影響を受ける。このこ

とに加えて，実際には適用する橋梁の種類・規

模・周辺環境によりその耐久性が左右される。

　本文では，構造研究室で改良・開発した埋設

ジョイント（以後，構造研究室型と略す）につ

いて，施工面からその詳細を記述しているが，

橋種・伸縮量によっては既製の伸縮装置の使用

を検討する必要も生じる。また，橋梁橋面の状

態，前後の道路との摺つけ部の段差など，ジョ

イント周辺の状態によっては重車両の衝撃が著

しく，舗装体およびジョイント本体に悪影響を

及ぼすため，橋梁形式・交通条件・周辺環境な

どを多面的に考慮し，伸縮装置を選定しなけれ

ばならない。

2．伸縮装置の種題と機能

　伸縮装置が受ける変形には，主として次の要

因があげられるが，埋設ジョイントはこれらの

変形の吸収方法により，伸縮吸収型，伸縮分散

型および伸縮誘導型の3種類に分類することが

できる。それぞれの機能および概念図を，表一

1および図一1に示す1》。

1）主げたの温度変化による伸縮

2）活荷重の載荷による主げた端部の回転変形

3）伸縮装置部に直接載荷する輪荷重による変

　形
4）主げたの乾燥収縮やクリープによる変形

表一1　埋設ジョイントの機能

形　式 機　　　　　能

伸縮吸収型

・軟質な舗装材料を使用し，舗装体全体の変形性能によって主げた端部の伸縮量や回転量を吸

収する。

・前後の一般部舗装と埋設ジョイントの舗装体との特性が異なることから，使用に伴って段差

が生じる場合がある。

伸縮分散型
・基本的には舗装体の変形性能を利用しているが，舗装体と床板との間にシート（せん断層）

を設置し，そのせん断変形によって変形を舗装体全体に分散させる。

伸縮誘導型

・舗装体に切削目地を設けることによって，変形を切削目地部に誘導させる。

・小規模の橋梁では適用しやすいが，変形が大きくなると目地部が弱点になりやすく，目地部

から破損が進行しやすい。

噸構造研究室研究員”同室員’”同室長
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一絵舗装部　　　　　　 埋設ジョイント長　　　　　　 一絵舗装郡

　　　　　　　　　　　　　　　一巽

　　　　　　（伸縮吸収型）

一絵舗姜部 埋設ジョイント長

　仲縮部

ロヌ　ぼ　カほ

一般舗装郁

（伸縮分散型）

埋設ジョイント長

一絵舗装部

　　＿⊥踊
　　　ぎ
衝翌讐一一丁品

一般舗装部

　　一舗
　　　装

床版はつり面

駕’脚・鰻脚劉

　　　（伸縮誘導型）

図一1　埋設ジョイントの考え方

「
1．伽

圓　 アスファルト混合物
［二ニコ　けたおよび橋台

一　匿青シート

盈　バ7クアツプ材

　　アンカ　プレ　ト

丁アンカ螺ルト

剛　 ゴムシート

図一4　補修時の床板遊問調整の一例

　このように，現在ある埋設ジョイントは大き

く3つに分類されるが，構造研究室型は伸縮分

散型に位置づけられる。

ぎロ
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　　　　3．標準構造

　　　　　構造研究室では，伸縮装置の経済性・施工性

　　　　を考慮し，2種類の伸縮装置を標準としている。

　1　　　許容伸縮量はタイプ2の方が大きいが，設計伸

一一一　　　縮量10mm以下ではタイプ1でも十分に適用可能

　　　　であり，安価で施工が非常に簡便である。図一

　　　　2，・3にタイプ別の標準構造を示す。

　　　　　　　口
Eコアスフ7ル曜合物　1邸　 ～匿青シ＿ト
Eコけたおよ礁台　　　　猛パックァップ材

図一2　タイプ1の標準構造
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　　　　　　　〕
　　　　　　　35・20囲　アスファルト混合物

口　 けたおよび橋台

　　歴青シート

　　アンカ　ブレ　ト
Tアンカ螺ノレト

ロゴムジート

図一3　タイプ2の標準構造

4．設計
4．1適用橋梁

　本ジョイント適用橋梁の橋種は，R　Cまたは

PC橋に限定している。鋼橋については，温度

変化による水平変位，たわみによる回転変位，

車両による振動が大きいため，本ジョイント適

用橋種から除いている。なお，R　CまたはP　C

橋であっても，橋梁橋面の状態，前後の道路と

の摺つけ部の段差，スパイクタイヤによう轍掘

れなど，ジョイント周辺の状態によっては重車

両の衝撃が著しく，舗装体およびジョイント本

体に悪影響を及ぼしクラックを誘発しやすい。

したがって，本ジョイントの適用にあたっては，

橋梁形式・交通条件・周辺環境などの外的要因

を総合的に検討しなければならない。

1
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4．2　適用伸縮量

　本ジョイントの適用伸縮量は，タイプ別に表

一2のとおりである。

　必要伸縮量は，温度変化，乾燥収縮・クリー

プによる伸縮量と余裕量との合計をいい，必要

伸縮量の算定は表一3を標準とする21。

　なお，温度変化については，特に寒冷な地方

でこれによりがたい場合には別途算定するもの

とする。また，余裕量にはけたのたわみによる

けた端部の回転変位と施工誤差を含んでおり，

地震時移動量は，『伸縮装置が万が一破損しても

落橋などの大被害の原因とならないので考慮し

ていない。

表一2　タイプ別適用伸縮量

構　造 可動端の必要伸縮量（㎜）

タイプ1 10

タイプ2 20

4．3適用支間長

　適用橋梁の支間長は，橋種・コンクリート材

令・タイプ別に表一4のとおりであり，この値

は必要伸縮量から逆算して求めている。なお，

新設橋梁では原則として舗装舗設時までの材令

経過を考慮して決定することとしているが，こ

れによりがたい場合は，けた架設時のコンクリ

ート材令を適用することとしている。また，補

修対象橋梁（乾燥収縮・クリープ終了後の橋梁）

にはコンクリート材令24ヵ月を適用することと

している。

　固定端でのけたの回転による水平変位は，け

た高と回転角の積で表わされるが，設計上は余

裕量に含まれている。これによると，温度変化

による伸縮量の10倍と見込まれるが，実際には

温度変化による伸縮量も可動端の約50％ほどが

計測されている3》。したがって，固定端の支問長

は可動端の2倍とし，コンクリート材令によら

ず表一5のとおりとしている。

4．4　遊問量

　’遊間量は，新設橋梁・補修橋梁別に表一6に

示す。コンクリート橋は，乾燥収縮・クリープ

によって施工後に遊間が広がるので，新設時に

はあらかじめ狭めておく必要がある。遊間量は

埋設ジョイントの耐久性に影響を及ぼす重要な

要素であり，補修時に必要以上の遊間がある場

合は遊問調整を行うことが必要である。

4．5構造細目

1〉施工幅
　埋設ジョイントの施工幅は，新橋の場合1m，

補修橋の場合2mとしている。新橋の場合は，

前後の舗装と連続して舗設することで，床板と

表一3　必要伸縮量の算定

橋　　種 PC橋 RC橋
温度変化 一15～十35℃ 一15～十35℃

膨張係数 10×10－6 10×10－5

必
要
伸
縮
量

伸
縮
量

温度変化 0．52 0．52

乾燥収縮 0，22β 0，22β

クリープ 0．42β 『

余裕量 0，052 0，052

合　　計 （0．55＋0．6β）2 （0．55＋0．2β）2

21伸縮けた長（m）

β：伸縮装置据つけ時の低減率で下表による。

乾燥収縮クリープの低減率

コンクリート材齢（月） 0．25 0．5 1 3 6 12 24

低　　減　　率　　（β） 0．8 0．7 0．6 0．4 0．3 0．2 0．1
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表一4　適用支間長（可動端）

橋　　　種 PC橋 RC橋
コンクリート材齢（月） 』

1 3 6 12 24 1 3 6 12 24

支　間　長

　（m）

タイプ1 11．0 12．7 13．7 14．9 16．4 14．9 15．9 16．4 16．9 17．5

タイプ2 22．0 25．3 27．4 29．9 32．8 29．9 31．7 32．8 33．9 35．1

表一5　適用支問長（固定端）

橋　　　　　種 PC橋 RC橋

支問長
　（m）

タイプ1 32．8 35．0

タイプ2 65．6 70．2

表一6　床板遊問量

新設／補修 新設橋梁 補修橋梁

橋　　　種 PC橋 RC橋 一

遊問量
　（m）

タイプ1 10 15 15

タイプ2 15 20 20

の定着層（接着面）が橋長分だけ得られるため，

渥青シートの施工幅1mで十分である。一方，

補修橋の場合，既設のジョイントを撤去して新

たに埋設ジョイントを設置するため，施工幅1

mでは定着層が十分に確保できず，既設舗装ど

の境目で境界剥離（クラック）が生じやすい。

そのため施工幅を2mとし，十分な定着層を確

保しなければならない。

2）床板仕上げ

　施工範囲の床板では，できるだけ平滑に仕上

げ施工前に十分に清掃しなければならない。新

橋の場合，床板の平坦性は確保されている場合

が多く，特に床版の清掃に留意することが必要

である。一方補修橋の場合，時間的な制約から

床板の平坦性が十分に確保されないまま交通開

放などを行うことが多い。床版に不陸があると，

アンカーボルト，ゴムシート，渥青シートなど

の施工に支障をきたし，これらが埋設ジョイン

トの耐久性に影響を及ぽすので，平坦性の確保

に十分な配慮が必要となる。

3）舗装合材

　舗装合材の厚さ・種類・配合などは，新橋の

場合は前後の舗装と同じもの，補修橋の場合は

上層（表層あるいは摩耗層）の合材と同じもの

あるいはゴム入り開粒度アスコンとする6本埋

設ジョイントは，その機能として基本的に伸縮

分散型を採用しているが，舗装合材に軟質な材

料を使用することで伸縮吸収型の利点も加える

ことができる。しかし，低温下における室内試

験の結果からは，最大で引張時に20％程度の伸

縮改善に留まる4》。したがって，新橋の場合は経

済性・施工性を優先させ，ジョイント前後の舗

装と同じ合材（通常の橋面舗装では，上層に細

粒度ギャップアスコン，下層に粗粒度アスコン

を使用している。）を使用して，前後の舗装と連

続して舗設を行う。また，補修橋の場合は，既

設ジョイントの撤去の際に舗装の切断を行うの

で，前後の舗装との連続舗設は意識する必要は

なく，合材の搬入条件が揃えばゴム入り開粒度

アスコン，そうでなければ上層（基層あるいは

摩耗層）の合材と同じものを上層・下層ともに

使用する。また，箱抜き部の合材は，新橋・補

修橋の場合とも下層に使用する合材と同じもの

とする方が施工上望ましい。

4）箱抜き部の深さ

　タイプ2の箱抜き部の深さは，舗装合材の最

大粒径・舗装密度の確保・床板の鉄筋かぶり・

均しコンクリート厚を考慮し3～5cmを標準と

するが，深い方がより高い伸縮分散効果が期待

できる4）。したがって，可能ならば5cm程度確保

するのが望ましい。なお，最低限3cm確保でき

ない場合には別途考慮しなければならない。

5）渥青シート

　渥青シート敷設に際しては，中に空気が入り

搬になるとクラックを誘発しやすいので，片側

から空気を追いだしながら床板に密着させて敷

設しなければならない。また，敷設中シートが

足りなくなった場合は，シート端とシート端の

問を開けずに，かつ重ねないで敷設することが

望ましい。
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6）遊問量
　4．4で述べたように，遊間量はできるだけ小さ

くすることが望ましい。補修時の床版遊間調整

の一例を図一4に示すが，調整前の床板遊問量

が50㎜以上の場合は，補修コンクリートの張り

だしを両側から行うこととしている。なお，バ

ックアップ材は，図一4に示しているように補

修コンクリート打設時の型枠として用いてよい。

その際，調整前床版遊問量の3倍程度の幅で圧

縮し，接着剤を塗布して挿入し，施工後も剥離

しないように十分な接着を行うことが必要であ

る。

進　備　工

（舗装版切断）

（既設伸縮装置の撤去）

（遊問調整）

床版コンクリートの補修・清掃

養　　　生

　5．施　工

5．1一般
　埋設ジョイントは，ジョイント本体を現場で

施工するため，耐久性蓄よびその機能は施工の

良否によるところが大きい。したがって，特に

以下の点に留意して施工計画・施工管理を行う

ことが望まれる。

1）アスファルト合材は，引張に対しては圧縮

時ほどの応力緩和が望めない。このことは，1

年周期の伸縮を考えた場合，伸縮が引張側に入

ってから（寒冷期）の施工の方がアスファルト

に対する負担が少ないことを示している。一方，

寒冷期の舗設では，混合物温度・作業性・締固

め度の低下が懸念されるため，気温が5℃以下

では特別の配慮が必要になる。したがって，気

温が10℃前後の時期（10～11月）に施工するこ

と力宝望ましい。

2）1）で述べた理由により夏期（圧縮時）の

施工はクラックの発生を早め，特に交通開放ま

での時問が少ない場合，養生不足による初期轍

が発生しやすい。したがって，夏期（7～9月）

の施工はできる限り避けるべきである。

3）新設橋梁において施工する場合，ジョイン

ト上部に舗装の横継ぎ目を設けると，その継ぎ

目からクラックを誘発しやすい。したがって，

横継ぎ目をジョイント上部の2～3m以内に設

けることは極力避け，連続舗装を行うことが望

ましい。

4）既設橋梁でジョイントの取替えを行う場合

は，前後の舗装とジョイント施工部との継ぎ目

タイブ1 タイプ2

ゴムシート敷設
アンカーブレート・

アンカーポルト設置

プライマー塗布

箱抜き部アスファルト舗設締固め

濃青シート敷設

ブライマー塗布

下層アスファルト舗設締固め

プライマー塗布

上層アスファルト舗設締固め

養　　　生

完　　　成

図一5　標準的な施工手順

で転圧不足を生じやすし≦。したがって，’継ぎ目

部の転圧は入念に行うことが必要である。

5）本ジョイントは，舗装体の変形により遊間

部の伸縮を吸収する伸縮分散型の構造である。

したがって，個々の材料の接着の良否がその耐

久性を左右するため，プライマーおよび接着剤

の塗布は確実に行わなければならない。

5．2　施工手順

　施工手順は，新設・補修，タイプ1・タイプ

2の場合で若干異なるが，基本的には同じであ

る。図一5に標準的な手順を示すが，新設の場

一7一



合（　）内は必要としない。

6．おわりに

　本文では，混合物の持っている伸縮性を最大

限に利用した構造研究室型埋設ジョイントにつ

いて，平成5年9月に作成した「埋設ジョイン

ト設計施工要領J5》をもとに，その設計施工につ

いての留意点を抜粋している。ここでは，項目

ごとの解説および材料の規格・物性は割愛した

が，その詳細については上記要領を参照してい

ただきたい。

　本ジョイントは，走行性・経済性・補修性の

点では他の伸縮装置より優れているが，比較的

短スパンのPC・RC橋での適用を考えている

ため，橋種・伸縮量によっては既製の伸縮装置『

の使用を検討しなければならない。したがって，

本ジョイントは数ある伸縮装置の一選択肢であ

り，その適用にあたっては十分な検討が必要で

ある。

　　　　　　　　参考文献

ユ）既設橋梁のノージョイント工法の調査研究委員
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　．道路保全技術センター，平成5年3月．

2）北海道開発局道路建設課：道路橋梁設計施工

　　要領，㈹北海道開発技術センター，平成2年10

　　月．

3）城野忠幸，島田　武，佐藤　京，佐藤昌志：埋

　設ジョイント施工橋梁の伸縮挙動計測，㈹土木

　学会北海道支部論文報告集第50号，平成6年2

　月．

4）中野　修，山内敏夫，城野忠幸，小野裕二＝積

　雪寒冷地を考慮した埋設ジョイントの開発，㈲

　土木学会北海道支部論文報告集第49号，平成5

　年2月．
5）構造研究室＝埋設ジョイント設計施工要領，平

　成5年9月．
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§1まえがき

　本資料で取扱う埋設ジョィントとは何かを先ず説明します。これは橋梁の伸縮継手構造

の一形式に当てはめられるものです。橋梁構造の伸結ギャップ部を、舗装俸（アスファル

トあるいはそれに相当する弾性舗装材）で埋設し、道路走行面としては完全な連続性を確

保する道路伸縮構造です。橋体の変位は舗装体の弾性で吸収させます。本来の舗装体の機

　　　埋設ジョィントの幅　　　　　　能は、交通荷重を支える事にありますが、

　　　　　　　　　　　　　　埋設ジョイントの舗装体はこの上に前後、

　　　　　　　　　　　　　　左右、上下と3次元的な働きをする橋体の

　　　　　　　　　　　　　　変位を吸収する．機能を要求されます。これ

　　　　　　　　　　　　　　らあふくざっな機能を満たすため、舗装体

の物性に材料工学的工夫をこらす一方、付加的な構造要素の工夫がいろいろされています。

　埋込補強要素、ギャッププレート、ギャップシール構造、せん断ハク離シート、防水層、

防水シート等々です。短的に言えば、従来r盲目地」とかr切目地」と呼ばれていたギャ

ップ処理を少し発展させたものと言えると思います。まだまだ、工夫、経験を積み重ねる

発展段階にあり、呼び方も定まっていない状態です。　rダミージョィント」rノージョィ

ント」　「A　s　p　hn　l　t　i　c　p　l　a　g」　rB　u　r　i　e　d　j　o　i　n　t　j等々の呼称があ

ります。

　橋梁におけるジョィントレス化の二一ズは、近年ますます高まりつっあり、自動享走行

の快適さ、沿線周辺への低騒音、低振動、維持管理上の利便等が追及されています。ジョ

イントレス化の1つは多径間連続構造の採用です。ジョイントの数を減らす事が出来ます

が・結局残ったジョイントは比較的伸縮量の大きな、いわゆる大規模ジョイントになった

という結果を生みます。

　もう1っがここで言う埋設ジョィントの採用です。橋梁構造の形式や規模に改良を加え、

相対変位量を小さくするようにして、埋設ジョイントを適用し、路面の連続化を得るもの

です。

現状、埋設ジョイントは、P　C、RCのコンクリート橋を中心にかっ、乾燥伸縮、クリ

ープの収まった既設橋の改良という型を主体に試験的施工が行なわれ、データが収集され、

実績が積み重ねられています。日本道路公団では、コンクリート橋適用に限定して、埋設

匪ヨ

般舗装 一陶　一　　嚇　一　四　＿　電　＿

一　陶一一一一　一一　一一　軸＿　鱒一＿鵯＿
一般舗装

』
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ジ…イントの設計施工要領の案出を計っていると闘きます。また、現在設計作業中の道路

協会r伸羅巻手便覧」においても埋設ジョィントの項が設けられる予定との事です。その

機能性の面からコンクリート橋に一歩の優位性は認めざるを得ませんが、鍛橋としても、

このすう努を看過しておぐ事は出来ないと考えます。後述する中の1部のメーカーでは、

当切より積極的に鋼橋への適用を試みているケースもあります。また、極く最近日本道路

公団においても＼鋼橋への試験施工が計画され、実施の準備中にあるとも聞いています。

　当ワーキングGは、この様な背景の中埋設ジョイントを勉強し、鋼橋への適用の可否を

探ると共に、鋼橋構造設計の面から埋設ジョィントを生かす工夫はないものかという着点

に立って、本資料をまとめて見ま一した。

　何分、埋設ジョィントは構造、材料の特性から言って、理詰めでは無埋で実績、経験に

依る処が大きいものです。室内実験も可能ではありますが、実橋実績にしくものではあり

ません。施主側の理解を得て、鋼橋での実績が少しずつでも増えて来る事を期待します。

本資耕をその様な実績造りに役立てていた．だけれぱ幸いです。
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§2埋設ジョイントの種類と特徴

2－1　一般舗装材埋設ジョイント

　　　ー般舗装材型埋設ジョイントの構造は図2－1に示すようにジョイント前後の舗装

　　と連続一体化し、その種類は2タイプに分類できる。これらの基本構造は同じである

　　が、適用可能な伸縮量の違いによって舗装体の材料、層構成を変えると良い。

　　　タイプ1は、前後の舗装の連続性と維持管理の利便性を考慮して一層構造とし、表

　　層用の密粒度アスファルト混合物を使用する。タイプ2は伸縮量が大きく密粒土アス

　　ファルト混合物のみで、舗装体内の歪みを吸収できない場合二層構造とし、下層には

　　柔軟性に富んだアスファルト混合物を使用する。

2－1－1　ジョイントの構成部材の名称と機能は以下の通りである。

①舗　装　体

②歴青シ」卜

③ギ†ッブブレート

④弾性シール材

⑤　バックアップ材

：　填設ジョイントの本体部分の構造で、一層ないし二層の舗

　装材料から成り、変位の吸収と橋面の連続性を確保する役

　割を果たす。二層構造の場合は、それぞれ上層、下層と呼

　ぶものとする。

1　舗装体の下に設けられる歴青系材料の薄層シートである。

　橋梁の変位を舗装体全体に分散させて、ジョイントとして

　の伸縮機能を向上させると共に、ジョイント部での止水機

　能を高めるために設置されるものである。

：　蝉性シール材にピンを遍し固定される薄い金属板で、遊閤

　部における舗装体の陥没を防ぐために設置されるものであ

　る。設置箇所の平坦性が確保できないと、クラックの誘発

　原因にもなるので遊間が狭い場合には省略される。

：　遊間部における止水を目的として設置される伸縮性に富む

　材料。

：　弾性シール材施工の際の型枠材料。
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図2－1　埋設ジョイントの標準構造

埋設ジョイントの福

一般舗装 舗装体 一般舖装

　歴青シート
　弾性シール材
　バッタアッフ●材

（床版部〉

髪勿
　　　ギヤッフ●フ●レート

（橋台部・床版部）

2－1－2構造細目

　　①ジョイントの施工幅は、1．00m以上とし、施工範囲の床版とできる限り平滑に仕

　　上げる。

　　②歴青シートは、ジョイント幅全体に敷設する。

　　③最大遊間量が30mm以上の場合には、ギャップブレートを設けるものとする。

　　④舗装体の厚さは、75mm以上を確保しなければならない。

　　⑤　弾性材シール材の高さは30mmを標準とする。

　　⑥バックアップ材の高さは4Qmmを標準とする。冒

：表2－1 埋設ジョイントの種類

種　類’ 層　数 舗　装　体　の　材　料

タイプ1 1　層 密粒度アスファルト混合物

タイプ2 2　層
上層：密粒度アスファルト混合物

下層：開粒度ゴム入りアスファルト混合物
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2－2　ソーマージョイント

　　ソーマージョィントの構造は、図2－2に示すように、ジョィント本俸部は、単一粒

　径硬質骨材とホットメルト・ラバーバインダーの混合物で形成され、床版遊間にはバッ

　クアップ材の上に同じバインダーが充填されている。また、床版上面、舗装切肖櫃1にも

　バインダーを全面に塗布し、舗装との一体化を図っている。

　　遊間は、遊間上を誇いで敷板が渡してあり、荷重により骨材が遊間に韻込するのを防

　止するとともに、敷板の横ずれを防ぐため位置決めピンが配置されている。

　　　　　　　　　　　　　　300－750mm
　ホットメルトラバーバインタ
　＋単一拉径硬賞骨材

　　　　　位置決めピン

　　　　　　　　　　　　図2－2

ソーマジョイントの設計基準を表2－3に示す。

一バインタ
晶
4

舗装

たはバラベット 床版

　　敷板

位置決めピン

」」一 ＼
ホットメノ

　　　幹

遊間 　　不ットメルトラバーパインダ

バックアップ材

表2－3

　　　　＊1

ジョイント幅
設計伸縮量 最大遊間 上下蒙位 縦断匂配

500mm 50mm以内

80mm 1．5mm以内 4．0％以内
500mm 30mm以内

400mm 25mm以内

300mm 10mm以内

　ソーマジョイントは、舗装面より材質的に柔らかいため、連続性（轍掘れに対して）

はやや弱いが、ゆっくりした水平方向の伸縮への対応は良好である。

渋滞時の連続的な直上荷重に対しての変形がやや大きい。
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2－3　アスパックジョイント

　　アスパックジョイントの構造は、図2－3に示すように、ジョイント本体部は、ゴム

　　系粘弾性一液型結合材とA　P青材の複合材であるA　P　Gコンクリートで形成されており、

　床版遊問には、フィンガーシールが充墳され伸縮領域の形成と止水機能が高められてい

　　る。

　　また、A　P　Gコンクリートの床版遊商への落ち込みを防止するために、ギャッププレ

　　ートが遊間部に敷設してある。

500－700聞

FSブライマー塗布

APGコン

蜀・　　　　窪 舗装

マー塗布

はパラベット

ブブレート　　　　　　以　　　　　　　フインガ＿
　　　　　　　　　遊間立置決めピン
　　　　　　　　　　　　　　　バックアッ

　　　APブー
床叛

（2層打設）

APブライマー塗布

　　　　　　　　　　　　　　図2－3』

アスパックジョイントの設計基準を表2－4に示す。

表2－4

　　　＊1
ジョイント幅

　　　＊2
ジョイント厚

最大遊間 設計伸縮量 縦断匂配

500mm 75mm 50m皿 20mm ，4％以下

＊1ジョイント幅の薫囲：500～700mm（700の場合、縦断匂配2％以下）

＊2ジョ・イント厚の爺囲：50～100mm

　アスパックジョィントは、ソーマジョィントと同様、連続性（轍掘れに対して）はや

や弱いがゆっくりした水平方向の伸縮への対応は良好である。

　渋滞時の連続的な直上荷重に対しての変形がやや大きい。
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2－4　ラバトップジョイント

　　ラバトップジョイントの構造は、図2－4に示すように、特殊バインダーであるラバ

　　トップシールとRT骨材からなるフレキシブルなラバトップコンパウンドを遊間目地上

　　のギャップブレートの上に敷設している。

　　　コンクリート床版面には、クラック抑制用としてのジョイントフープを裏表2層、交

　互にラバトップシールで貼り合わせ、防水・伸縮追従性を向上させている。

　　　　　　　　　　　　　　　　500－750mm
　密粒ラバトラブコンハウンド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラバトッブシール

ラバトッブコンハウンド

　　　　　　　　　　　　　　図2－4

ラバトップジョイントの標準とする設計基準を表2－5に示す。

ンバウンド ギャッブブレート ジョイン

舗装

はバラペット 床版　　　　　ラバト

　位置決めピン
ンバウンド　　　　　ユーし
　　　　　　　　　遊間　　　　ラパトッブシー
バックアッブ材

表2－5

設計伸縮量 30mm未満
　　＊1

30～50mm

ジョイント幅 600mm 750mm

最　大　遊　間 75mm

　　　　　　　　＊1：施工実績はない。

　ラバトップジョイントは、前後の舗装面と同程度材質であるため、連続性（轍掘れに

対して）は良いが、樟性変形能はやや小さい。
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2－5　ヘキサロックジョイント

　　このジョイントの構造は図2－5に示すように、舗装体は二層構造である。下層の舗

　装体に亀甲状の金属パネルを敷設し、複合体として伸縮量をアスファルト合材の体積変

　化で分散吸収する。また、上層の舗装体に応力が伝わりにくい構造としてある。床版コ

　ンクリートと金属パネルとめ間にスライド層を設け舗装体に影響を与えず変位を吸収さ

　せる事ができる。スラィド層での剥離を防ぎ移動をスムーズにするため亀甲状のヘキサ

　パネルを用いている。

埋設ジョイントの幅（3．Om～8．Om）．

一般
舗装

（舗装体）

密粒度アスファルト混合物

　　スライド層

　　目地／
　　聞詰材
（床版部）

ノ’　＼へ討。ックノ｛ネノレ

　　倒脂モルタル

　　（橋台部・床版部）

　　一妻鑑8i
配訳一

図2－5

．構造細目

①舗　装　体

②スライド層

③樹脂モルタル

④問　詰　材

上層、下層の二層構造であり、上層材はその地域で使用されて

いる表層材でよい。下層は亀甲状のヘキサパネルが含まれ、使

用するアスファルト合材は別途配合計画する。下層の舗装仕上

げ厚さは40mm以上とする。ジョイント幅は3．00～8．00m程度必

要となり、適用伸縮量はMAX＝±20mm、上下雍位は0．4mmま

でと考える。

床版と舗装体の間に敷設するシートの層。床版側にはアスファ

ルト含浸シートを敷設し、舗装体側にはスライデングシートを

敷設する。

不陸修正および遊闇謁整用モルタル。

樹脂モルタル施工の際の型枠材料。
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